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Abstract: “Tactle-Thermal Therapy” created by Myu Imashuku, is a participant-based 
performance involving the immersion of hands in heated paraffin. Guided by audio instructions, 
participants repeatedly submerge their hands, gradually losing the sense of ownership over 
them. Many describe their hands as turning into inanimate objects. This phenomenon, explored 
through ecological psychology, highlights how tactile perception changes during the process. The 
study investigates the loss of hand ownership through both personal experiences and participant 
feedback, offering insights into bodily dissociation.�

I.はじめに：「熱触療法」によって
手の所有感を喪失する�
1. 著者について�
第一著者である今宿は、詩や身体表現の領域にお
いて、アーティストとして活動している。2024年6
月、第一著者は「熱触療法」という鑑賞者参加型の
作品を制作した。 �
第二著者である吉田は、本作品に参加した。�

2. 「熱触療法」とは �
熱触療法とは、パフォーマンスあるいはワーク
ショップとしての上演/実施を想定した、鑑賞者参
加型の作品である。作品概要を以下に示す。 �
・ 参加者：第一著者（今宿）、参加加者1名 �
・ 上演時間：1回あたり18分 �
・ メディア：パラフィン、パラフィンバス、ス

ピーカー �
熱触療法において、参加者と第一著者は人工音声
に従って動く。以下に、人工音声のスクリプトを示
しながら「熱触療法」がどのように進行するかを説
明する。音声は、次のように始まる。  �

これから、熱触療法を行います。リ
ラックスして臨んでください。 �

この時、参加者と第一著者は机を前にして並んで
立つ。机の上には「問診票」と白衣が置かれてい
る。問診票には、「触れられたくない箇所」「接触
に対する感情」などを記入する欄が設けられてい
る。音声は私たちに対して、問診票を記入したり、
白衣を着たり、深く呼吸することを促す。 �



�
図1 机の前に並ぶ第一著者と参加者（吉田）�

その後、参加者と第一著者は熱され液体化したパ
ラフィンの方に移動し、並んで座る。 �

図2 手を握り合わせる�

すると、次のような音声が流れる。 �

機械の前で、あなたの手と、隣にいる
あなたの手を握り合わせてください。
（手を握り合わせる）動作の完了を確認
できました。目の前には、熱されたパラ
フィン液があります。液体の温度は約50
度です。熱さにご注意ください。これか
ら流れる音に合わせて、液体に手を出し
入れする動きを繰り返していただきま
す。まず高いビープ音が5秒流れます。流
れるあいだ、パラフィンに手を沈めてく
ださい。その後15秒、低いビープ音が流
れます。流れるあいだ、パラフィンから
手を出してください。では、始めます。
さん。に。いち。 �

5秒の高音と15秒の低音を1セットとした音が、24
セット分（8分間）繰り返される。二人で音に従っ
て、手を出し入れする動きを繰り返す。パラフィン
は次第に分厚い膜となる。 �

 �
図3 パラフィンが形成されていく�

24回繰り返されたのち、次のような音声が流れ
る。  �

手を止めてください。十分なパラフィ
ンの形成を確認できました。次に、パラ
フィンを冷やし固めます。腕を動かさず
に、2分ほど静止してください。ゆっくり
呼吸を続けてください。 �

（2分後） �

パラフィンが完全に冷えたことを確認
できました。パラフィンから手を抜いて
ください。抜く際には形を崩さないよ
う、お気をつけください。抜いた形は、
トレーの上にお載せください。 �

冷え固まったパラフィンから手を抜くと、「熱触
療法」の痕跡が、パラフィンという形になって残
る。 �

 �
図4 形成されたパラフィン�

3. 「熱触療法」とその感想戦の実施 �
今宿は、2024年6月に「熱触療法」を複数名に向
けて実施した。以下は実施概要である。 �
・ 期間：2024年6月21日〜23日 �



・ 参加人数：延べ37名（吉田を含む） �
さらに、参加者の一部とともに、「熱触療法」で
起きた出来事や感覚を振り返る「感想戦」を実施し
た。 �
・ 日付：6月27日、28日 �
・ 時間：それぞれ2時間程度 �
・ 参加人数：延べ8名 �

4. 「自分の手が死んでいく」 �
　2024年6月の「熱触療法」の実施に際して、参加
した37名の反応は多様であった。ある参加者はパラ
フィンという材質が固まる過程を面白がり、別の参
加者はとある過去の出来事を想起して号泣した。感
想戦においても、参加者それぞれから多種多様な言
葉が寄せられた。 �
ただ、中でも注目すべきことがあった。「感想
戦」における、参加者の発話を以下に掲出する。一
段落につき一人、計三人の発話である。三者の発話
には共通性がある。�

なんでしょう、一つになっていく、親
密になるっていうイメージよりかは、ど
んどん手が物に、無機物になっていくイ
メージを持ちました。 �

やっぱちょっと右手の感覚がどんどん
麻痺してきて、なんか手を潰して寝てし
まったとみたいな何か自分の手が何か神
経が通ってないみたいなものみたいにな
るみたいな感覚、ちょっとそれを引き起
こして、何か自分でそう、音に従っては
動かしてるんだけども、何か物を上下し
ているような感じもあったりして、なん
かそんな感じで。 �

やっぱ何か自分のここだけ切り離し、
いわば石みたいにしてくみたいな形を働
いていた（中略）自分の腕を自分の体の
一部分から切り離していくみたいなイ
メージを僕の中で強く働いていて、それ
を経験したことがない感じだった �

3名とも、「熱触療法」に対して「手が無機物に
なる」「手を切り離す」感覚があった、と感じてい
た。 �

5. 身体所有感とその喪失 �
　「手が無機物になる」感覚は、身体所有感
（Sense of ownership）の喪失として解釈可能であ
る。 �
ギャラガーは、自己意識 self-awarenessを構成す
る最小の単位として「所有感sense of ownership」
と「主体感 sense of agency」を挙げている[1]。身
体所有感とは、ある経験をしている個人が、自己の
身体とそこに生じる経験を「私のもの」であると感
覚する前反省的な気づきを指す。いわば「これは私
の身体である」「これは私の経験である」という感
覚のことである。これは、「私がこの身体を動かし
ている」という主体感（Sense of Agency）と並ん
で、自己意識の中核をなす。以上を踏まえれば、先
に掲げた参加者の発話データ「自分の腕を自分の体
の一部分から切り離していく」とは、腕という局所
的な身体部位の所有感が喪失する過程で生じる感覚
にほかならない。 �

6. 本論文の目的 �
本論文は、「熱触療法」の過程で生じる「手の所
有感がなくなる」という経験について、生態心理学
的な観点から考察を試みるものである。考察にあ
たっては、今宿・吉田自身の一人称的な経験や、「感
想戦」で得られた参加者の発話データを参照する。 �

II.「熱触療法」において触覚システ
ムが変容する�

　なぜ、「熱触療法」においては身体所有感が喪失
し、自らの手を「無機物」「石」のように感じるよ
うになるのか。�
これを考えるためにはまず、そもそも熱触療法に
おいてはどういった現象が生じるのかを理解する必
要がある。�
　熱触療法においては、�
1. 熱触療法固有の環境においてタスクを特定

し、身体を再組織することで、�
2. パラフィン内部の手において触覚システムに

よる情報抽出の仕方が変化し�
3. 不変項を抽出できなくなる�
のではないかと考察する。どういうことか。以下
に、順を追って説明する。�



1. 触知覚によってタスクを特定し、姿勢
を再組織する�

　「熱触療法」の実践前、参加者は先に掲載した
ように、これから行うことについての指示音声を聴
く。 �

まず高いビープ音が5秒流れます。流れ
るあいだ、パラフィンに手を沈めてくだ
さい。その後15秒、低いビープ音が流れ
ます。流れるあいだ、パラフィンから手
を出してください。�

このとき、参加者は「熱触療法」を「ビープ音に
従って手を上下させる」行為として理解する。�
しかしながら、実践開始後、その行為を実現する
にはさまざまな配慮が必要であることに気づく。 �
例えば、腕を円滑に上下させるためには、握り合
わせている他者とその速度を合わせなくてはならな
い。また、安定して出し入れすることを可能にする
ためには、上半身を固定する必要がある。さらに、
パラフィンは次第に膜となり握り合わせた手を覆い
始めるが、その膜は大変柔らかく、少し指を動かし
ただけで崩れてしまいそうに感じられる。このた
め、手の形も固定する必要がある。�
このように、「ビープ音に従って手を上下させ
る」行為を成立するためには、行為を機能的に分節
し、組織する必要があるのだ。この分節された行為
を、生態心理学者エレノア・ギブソンは「タスク」
と呼んだ[2]。「熱触療法」において、タスクは音
声を聞いたのみの状態では予測し得ず、実践し触知
覚を得ることにより始めて理解される。�
「熱触療法」の開始後、参加者はすぐに、タスク
を特定することとなる。そしてタスクの特定と同時
に、自らの身体姿勢を、タスクに応じる形に組織す
るのである。�

2. パラフィン内部の手において触覚シス
テムによる情報抽出の仕方が変化する�

タスク遂行によって組織化がなされた結果、身体
は固有の行為様式へと変化する。そしてその行為の
変化は、知覚内容の変化をもたらす。「熱触療法」
においては、特にパラフィン内部の手の状態が変化
し、その結果として触覚情報の抽出方法が変化す

る。�
では、触覚情報はそもそもどのようなシステムに
よって知覚され、熱触療法ではどのように変化する
のか。ギブソンの論じた「触覚システム」の分類を
参照する。彼は、触覚システムを構成する下位シス
テムを以下の5つに分類する [3]。�
 �
1.《皮膚接触》：皮膚に対してなされる外的な力に
よって皮膚が変形されることを受動的に知覚する。�
2.《触運動的接触(haptic touch)》：「撫でる」を
はじめとして皮膚と関節を組み合わせて対象の「肌
理」や「かたち」を知覚する能動的な運動による接
触である。�
3.《ダイナミック・タッチ(dynamic touching)》：
「振る」をはじめとして、皮膚と関節に加えて筋や
腱の作動力といったはたらきを組み合わせることに
よって対象の「重さ」や「長さ」の情報を知覚する
接触である。�
4.《接触温度》：皮膚の刺激作用が血管の拡張・収
縮と組み合わさることで接触を通して「温度」の情
報が知覚される。�
5.《痛みを伴う接触》：組織の自由神経終末のある
興奮パターンが「損傷の開始を特定し」、痛みに関
わっていると考えられている。�
それぞれの分類項目は「熱触療法」によっていか
に変化するのか。以下、ギブソン『生態学的知覚シ
ステム』(1966/2011)における触覚システムの記述
を参照しつつ、それぞれの分類項目は「熱触療法」
によっていかに変化するのか、考察する。�

1.《皮膚接触》�
　皮膚接触とは、受動的な触であり、皮膚の変形が
刺激となる。日常生活において、ものを握ったり、
他者にぶつかったりすると、ある特定のかたちで圧
が発生し、その圧により皮膚が変形する。これによ
り、私たちは実体の存在を特定する。�
しかし、「熱触療法」において、パラフィンは私
たちの皮膚の全体に隈なく癒着する。これにより、
パラフィンの内部で皮膚が微細に変形することが容
易ではなくなるのだ。これにより、外的対象の知覚
に必要な資源が失われてしまう。�
ただ、ギブソンは、皮膚の変形が生じないとき
「媒質」の存在が特定されるという。もしかした
ら、パラフィンの内部において、皮膚は変形されな



いために何か実体を特定するというよりむしろ、水
のなかにいるように「媒質」の存在を知覚している
のかもしれない。�

2.《触運動的接触(haptic touch)》�
　触運動的接触とは、皮膚と関節のコンビネーショ
ンによる触である。たとえば、手指の関節と皮膚が
組み合わさることで、関節を動かして探索的に対象
のかたちを特定する。�
しかし「熱触療法」において、パラフィンの内部
で手指が固定されると、関節を動かすことができな
くなる。したがって、パラフィンの内部で相手の手
のかたちや包むパラフィンのかたちを知覚すること
はできない。また、同様に「撫でる」に代表される
ような表面の肌理の知覚も、関節が動くことなしに
は可能ではない。パラフィンの内部では関節が固定
されることで、《触運動的接触haptic touch》がほ
とんど完全に抑制される。�

3.《ダイナミック・タッチ(dynamic touching)》�
　ダイナミック・タッチとは、皮膚と関節と筋のは
たらきの協働がうむシステムである。たとえば、目
隠しをされた状態で棒の長さを特定しようとする
時、それを振ることで特定の精度はぐんと上がる。�
熱触療法において、パラフィン内部で手を動かそ
うと試みたときに、皮膚の圧と筋肉の作動力が固有
のパターンとして登録されると、「これ以上指に力
を入れて動かそうとしたら破けてしまう」といった
柔性の情報が知覚される。これも皮膚-関節-筋とい
う《ダイナミック・タッチ》のシステムを利用した
ものである。ただその結果として指に力をかけなく
なった結果、ダイナミック・タッチは不活性とな
る。手の動きを固定し動かなくすれば、関節や筋も
当然動かない。�
また、相手の意図もダイナミック・タッチをとお
して知覚可能なように思われる。というのも、ダイ
ナミック・タッチは、「変化から永続的な成分を分
離する機能がある」ため、対象の質量は不変項とし
て純粋にとり出すことができる。そのため、たとえ
ば握っている相手の手から質量以上の重さを感じた
とき、そこには相手の意図も同時に分離して知覚さ
れることになるはずである。�
しかしながら、ここで作家である第一著者の、
「熱触療法」中の行為特性が顕になる。第一著者は

実践中、ほとんど「自らの意志」というものを発動
せずに、参加者に寄り添う形で行為していた。感想
戦においては、参加者から、第一著者の在り方につ
いて次のような言及がある。 �

今宿さんが鏡のように存在していた�

今宿さんが（中略）ゲストの動きに合
わせて、だいぶ動いてくださってるなっ
て思ったんですけど、�

ゆえに、参加者は第一著者の具体的な意志を感じ
取ることはできない。�
結果として、腕における肘の関節を利用したダイ
ナミック・タッチのみが活性となり、腕の先端の重
みだけが知覚されるにいたる。�

4.《接触温度》�
対象の温度は、熱流動の方向が情報となって知覚
される。熱流動が皮膚から対象の方向に生じていれ
ば、その対象は冷たい。逆に、対象から皮膚の方向
に熱流動が生じれば、その対象は温かい。しかし持
続的に対象に触れ続けると、対象と皮膚表面の温度
がなじんで平衡状態になる。つまり、熱流動が無方
向的になる《温度順応》が生じる。�
「熱触療法」におけるパラフィンの内部で生じる
のも、この温度順応だろう。とりわけ、パラフィン
の熱伝導率は小さいので、ゆっくりと手が温められ
る。すると、自分の手と相手の手とパラフィンが、
上昇と下降という運動のなかで次第に《温度順応》
状態に向かっていく。さらに言えば、熱流動が無方
向的になれば、接触-温度というシステムによる対
象の特定も弱まるだろう。�

5.《痛みを伴う接触》�
「熱触療法」においては、痛みを生じさせる刺激
が存在しない。また、「所有感の喪失」を報告した
参加者から、「痛み」についての言及がなかったた
め、本稿で痛みを伴う接触をもたらす下位システム
は扱わない。�

3.  不変項を抽出できなくなる�

触覚システムは、皮膚や関節、筋を組み合わせて
対象に接触することで、環境の配置が変化するなか



に現れる相対的に不変の性質（ギブソンは「不変
項」と呼ぶ）を、対象の特性として特定する。しか
しながら、熱触療法においては、動きの変化自体が
抑制されるため、不変項を抽出できなくなる。�
ここに、パラフィンや他者の手による感覚刺激の
入力は存続するが、パラフィンや他者の手という情
報は特定されない、という事態が発生する。先に、
「熱触療法」参加者の発話として �

右手の感覚がどんどん麻痺してきて、な
んか手を潰して寝てしまったとみたいな
何か自分の手が何か神経が通ってないみ
たいなものみたいになるみたいな感覚�

を紹介した。しかしながら、一般的に生じる麻痺
と「熱触療法」による腕の所有感の消失は、似たよ
うな結果をもたらすとはいえ、両者においては全く
質の違うことが起きている。麻痺においては、そも
そも感覚作用を引き起こす神経系への入力が起きえ
ない。これに対して熱触療法においては、感覚刺激
の入力はあるものの、それを情報として特定できな
い、という事態が発生するのだ。�

III. 触覚システムの抑制によりパラ
フィン内部の手の所有感を喪失す
る�
1. ギャラガーにおける身体所有感とその不
十分さ�
ギャラガーによれば、身体所有感は、実際の行

為に伴う感覚刺激と事前に予期されたフィードバッ
クとを比較し、両者が一致した際にもたらされるも
のである。�
しかしながら、「熱触療法」における所有感の喪
失をこの予期されたフィードバックと現実のそれと
の不一致として説明するのは不十分である。理由は
二つある。第一にパラフィンに覆われた手において
は手への感覚刺激（「なんだか温かいなあ」など）
の入力は健在であることが挙げられる。第二に、そ
うした感覚刺激の入力を有する手を上下に振るとい
う単純動作を繰り返すという状況において、感覚的
フィードバックを正確に予期することは容易だから
である。�
熱触療法においては、触覚システムが抑制されて
いるが故に、感覚刺激は健在でありながら、情報と

して獲得できない事態が生じているのであった。以
後、予期されたフィードバックと実際に生じた感覚
刺激との一致ではなく、情報の獲得、という観点か
ら身体所有感の説明を試みる。�

2. 情報の獲得に基づく身体所有感�
そもそも私たちは自らの手についてどのような

所有感を獲得しているだろうか。例えば、「手で対
象をもちあげ、肘の関節を動かして振ることによっ
て、対象の重さを知覚する」というダイナミック・
タッチの事例で考えてみよう。腕を振るダイナミッ
ク・タッチによる重さの知覚は、「筋の作動力」を
利用することで、物に備わる回転方向への抵抗力、
すなわち「慣性テンソル」[4]を不変項として取り
出し、「対象の重さ」や「長さ」といった物の性質
を知覚している。�
このとき、「いかにして私たちは対象の重さとそ
れを掴んでいる自らの手の重さを区別しているの
か」という問題が生じる。肘の関節を動かすダイナ
ミック・タッチによってとりわけ作動力の変化しな
い自らの手の重さと対象の重さを分離する情報は何
か。この問題は自明なものではない。例えば虫に刺
されて腫れ上がった手は、通常時と手の重さ（「慣
性テンソル」）は変化するにもかかわらず、「私の
手の重さ」として、いわば身体所有感とともに重さ
を知覚している。�
したがって、ダイナミック・タッチにおいて知覚
された重さを対象の重さとして区別するためには、
手の境界に関する情報を獲得する必要がある。すで
に前章で言及したが、手に局所的な触覚システムに
よって、対象の圧や媒質の流動による皮膚表面の変
形が知覚されることで、手の境界情報は《不連続
性》として獲得される。おそらく、手指の関節を用
いたダイナミック・タッチによって知覚される「剛
性」の情報などと組み合わせて、より確かなものと
して「私の手」という情報を特定していると考えら
れる。�
つまり、私たちは肘を動かすダイナミック・タッ
チにおいて、手の触覚システムによって獲得された
局所的な境界情報を組み合わせることで、「私の
手」から「対象の重さ」として分離して特定するこ
とが可能となっている。いわば、手の触覚システム
が、「これは私の手である」という情報を所有感と
して獲得しているのだ。�



3.熱触療法においては、情報を失うことで
身体所有感を喪失する�
熱触療法においては、パラフィンの塊を上下さ

せる腕において、ダイナミック・タッチは健在であ
る。とくに、肘の関節を動かしてパラフィンの塊を
上下に「振る」と、腕の筋肉と腱における作動力の
パターンを刺激として、対象の重さの情報を知覚す
ることが可能となる。つまり、「熱触療法」の最中
において、参加者はパラフィンの塊を纏っていく自
らの手の重さを知覚し続けることは可能である。�
しかしながら、前章で確認したように、パラフィ
ン内部の手の局所的な触覚システムが抑制されてお
り、他者の手やパラフィンなどといった手につな
がっているオブジェクト（＝不変項）と手自体を分
離できなくなる状態が発生する。このため、前節で
述べたようなダイナミック・タッチにおける手と対
象の重さの区別は不可能となってしまう。知覚され
ている腕の先端の重さが、パラフィンの重さなの
か、相手の手の重さなのか、自分の重さなのかを分
離することができなくなるのだ。�
ここに、「所有感を喪失した手」と「その重みを
認知し続けている腕」が出現する。故に、「熱触療
法」においては、「腕がなくなる」＝存在の消去で
はなく「腕が死んでいく」＝所有感の喪失が生じる
のである。�

4.身体所有感とは、触覚システムによって
不断に獲得される情報である�
以上の議論より、身体所有感とは、受動的に与え
続けられるものではなく触覚システムによって不断
に獲得される情報である、と言えまいか。�
私たちは普段、多様な触覚システムを駆動し、そ
れによってさまざまな情報を抽出している。そし
て、その情報に基づき不変項を特定している。身体
所有感を抱くにあたっては、触覚システムの十全な
機能と、それによる不変項の触知覚的な特定が必要
不可欠なのだ。�

5. 局所的な身体所有感の多重性により「私
の身体」が立ち上がる�
さらに、触覚システムを停止すれば、感覚麻痺

ではなくても局所的に身体所有感を喪失されられる

ことができるとわかった。翻して、所有感はギャラ
ガーらがいうように確かに自己意識の最小単位のひ
とつだが、そのような所有感は局所的なものが多重
に組み合わさったものであると言えそうである。�
知覚と行為を通じて主観的に経験している身体
（現象学でいうところの「ライプ」（生きられた身
体）[5]）は、日常生活においては意識されること
なく後景に退いており、自覚的な知覚や行為によっ
て図として都度現前する。これと同様に、身体所有
感も、動いたり触れられたりすることによって生じ
る不変項の触知覚によって、都度獲得されると言え
るのではないか。つまり、身体所有感とは、私の身
体全体、を一つの単位として直観する感覚ではな
い。むしろ、行為とその知覚に基づき、都度局所的
に立ち上がるものである。その局所的な身体所有感
の多重性によってこそ、「この身体は私の身体であ
る」というホーリスティックな身体所有感が形成さ
れるのではないだろうか。�
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